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1.	はじめに

私は東日本大震災が発災した頃、エ
イチ・アイ・エス（以下HIS）から派
遣され、被災地支援活動をしていまし
た。
私は、社会貢献の現場に触れる中で
いろいろな方と知り合いになっていき
ました。これがすごく重要で、社会性
でつながる人間関係は果てしなく拡張
します。
日本はこれからハイパー高齢化社会
がやって来ます。そのときに日本経済
を支えるのは間違いなく外国人であ
り、外国の方とのつながりをどうつく
るか、ビジネスをどうつなげるかが重
要です。ですから、日本からも越境し
て海外にビジネスを移していかないと
いけないのです。このように私は、社
会性と旅と教育の 3本柱で何ができる
かということを日々考えながら活動し
ています。

2.	HIS について

日本人の海外旅行は 2019 年比でま
だ約 6割程度しか戻っていません。こ
こから伸びていくのかというと、個人
的にはイメージがまだ湧きません。
これだけ円安になって、コロナで
人々のトレンドが安心・安全に変わっ

て、海外の燃油高も進み、飛行機の運
賃もぐっと高くなっています。なぜ高
くなっているかというと、海外から日
本にインバウンドの人たちがたくさん
来ているからです。2024 年は 4,000 万
人近くになるとみられます。日本はこ
れから国をインバウンド向けに変えて
いかないといけません。これをユニ
バーサルデザインといいます。多様性、
ダイバーシティ、インクルージョンが
大切になってきます。
HIS は「旅」を変えてきています。
コロナが落ち着いた 2022 年 12 月、ロ
ゴを変えました。「『心躍る』を解き放
つ」という日本語をあえて付けました。
これは社会性とトレンドの世界を表し
ています。
企業理念とつながるパーパスをア
ピールするために、旅行会社の原点と
しては、旅の楽しみが人々の心をとき

めかせるわけですが、旅行で一番楽し
いのは行っているときだけでなく旅の
前なのです。旅行に行く前日・前々日
にワクワクドキドキするではないです
か。それも旅行の一部であり、これを
「旅マエ」と表現しています。HIS は
旅マエ、旅ナカ、旅アトのそれぞれに
意味をもたせてパッケージ化するやり
方を推進しています。
また HIS はホテル事業に加え、エ
ネルギー産業や金融、保険、通信、テー
マパークなどいろいろなことをしてい
ます。HIS は海外支店が日本で最も多
い旅行会社です。なぜなら、世界の情
報を海外支店から得て自社のエナジー
にしているからです。そこから商品開
発をしたり、商社ビジネスなどいろい
ろなビジネスにつながっていきます。
先ほど日本から海外に行く人の数が
6 割しか回復していないと言いまし
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た。それでも HIS は多角的に海外支
店を軸とした様々なビジネスを仕掛け
ています。その中にはグローバル営業
代行や HIS の海外支店のスペースを
使ってもらって、現地にダイレクトに
アピールするビジネスなども行ってい
ます。こういったビジネスはコロナ禍
で見つけたわれわれのビジネスの形の
一つなのです。

3.	旅行業界の今

ここからはツーリズムの「今」を皆
さんにお話ししたいと思います。コロ
ナ後、世の中のトレンドが大きく変
わっているのは間違いありません。
例えば、大人数でどこかに行くこと
は少なくなりました。グループで飲み
会をすることも減ったのではないで
しょうか？モノをどんどん消費するの
ではなく、循環させています。捨てる
のではなく、もう一度作り直して再利
用するような取り組みが注目されてい
ます。企業はリニア経済からの脱却が
求められ、巡回経済の中で身を立てる
必要性が高まっています。
またトレンドもグローバルからロー
カルへと移行しています。今は国内の
知らない場所をどんどん見に行く風潮
が強いです。このように、行動変容に
よっていろいろなトレンドが変わって
きているのです。
環境を配慮しないと生き残れない世
の中になっています。経営者からは「お
金を稼がないといけないのにボラン

ティアをしている場合ではない」とよ
く言われるのですが、目先の利益とは
違うビジネスの恩恵が得られます。
それから、遊んで楽しむレジャーよ
り体験観光が注目されています。何か
をしたいのです。ものを作ってみたい
のです。学びたいのです。
ウエルネスも注目されています。健
康、アンチエイジング、サプリメント、
美容、長寿など健康に関わるビジネス
には今大きなチャンスがあります。
ウェルビーイング経営も注目されて
います。社会性、身体、精神の三つが
合わさったところに一番の価値がある
というのがウェルビーイングの考え方
です。旅もウェルビーイングと合わ
さった健康ツーリズムやスタディツ
アーのようなものがどんどん商品化さ
れていきます。
モノを所有することよりも今はシェ
アリングがトレンドになっています。
そうした現在のトレンドを一言で言う
と、「社会性」です。これから社会性
を意識しないビジネスは淘汰されると
断言できます。逆に社会性を考えない
で、儲かれば良いというビジネスは、
今はいいかもしれませんが将来必ず淘
汰されます。
そして我々は旅行会社です。社会性
で、旅において何ができるのかざっと
申し上げると、ウエルネスツーリズム、
マイクロツーリズム、サステナブル
ツーリズム、エコツアー、スタディツ
アーといったものがあります。
一つ気になる事例をお話しします。

石垣島からフェリーで行ける竹富島に
「星のや」があります。当時の建築を
そのまま活かした、集落のような造り
をしています。ここがオープンしたと
きに招かれて見学に行きました。当時、
1泊 75,000 円程していました。
「食事がすごくおいしいのでしょう」
と聞いたら、食事は別なのです。なの
に満室とのことで驚きました。
竹富島には川がないから真水があり

ません。だから、石垣島から水を運ん
でくるのです。海の水を汲んで真水に
する技術もあります。それから、メガ
ソーラーもありますし、ハーブ畑もあ
ります。竹富島の星のやは、全部自家
発電して、水や食事も全部自分たちで
作っているのです。それは循環経済の
モデルであり社会性の集まりなのです。
海を歩いてごみを拾うオプショナル

ツアーがありました。拾ったごみを温
めて機械に入れるとアクセサリーにな
るのです。誰が宿泊するのかと聞いた
らZ世代の方でした。現にチェックイ
ンするときにフロントに行ったら、Z
世代らしき方がたくさん来ていました。
Z世代はこれからマーケットの主役
になると言われています。先ほど高齢
化社会の話をしました。短期的なビジ
ネスをするのであれば、しばらくはシ
ニア向けのビジネスでいろいろできる
かもしれません。ただ、会社を長く存
続させていくためには、Z世代と付き
合っていかなければなりません。Z世
代が注目される理由は、Z世代は流行
や情報にものすごく敏感だからです。
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そして当然ながら労働力としても注目
されています。彼らは生まれたときか
らスマホや SNS とともに育った、デ
ジタルネイティブなのです。そして社
会課題や環境問題への関心も非常に高
いです。
なぜ社会課題に興味があるのか。そ
れは親世代が「仕事が大変で毎日残業
しているのに、給料が下がった、ボー
ナスが出ないかもしれない、なぜ世の
中こうなってしまったのか」などと世
の中への憤りを感じていて、それを聞
いて育ってきた世代だからとも言えま
す。世の中に対して大きな期待をしな
い傾向があり、それよりも斜めに見る
感じがしています。その反面、世の中
で起きていることを情報として掴んで
発信するなど、発信力は高い傾向にあ
ります。
そう考えると、これからの経営は社
会性を強く示しながら Z世代に認め
られることがとても重要なのです。
先ほど Z世代が人材マーケットの
主役と言いました。この世代と深く関
わるためには、社会性を上げていって
彼らに認知されないとサステナブルな
経営活動ができないのです。
社会性とは、簡単に言うと企業理念
があって、その下にパーパス（目的）
があって、CSR（企業の社会的責任）
があります。会社は社会の一部として
影響力があります。企業が何か問題を
起こすと社会にもインパクトがありま
す。企業は社会の一部なのです。そし
てCSRを果たすために、SDGsがあり、

ステークホルダーから ESG 投資を得
られます。これが社会性と経営の形な
のです。
企業は世の中の社会課題に対して何

かをしているということが絶対に求め
られます。どの会社も社会への貢献が
求められます。それをすることによっ
て企業ブランディングにもつながるの
です。その動きを株主、金融、顧客が
見ているのです。
そして、この会社は素晴らしいな、

この会社を応援しようというのがESG
投資です。このトライアングルが企業
の社会貢献の形なのです。これがしっ
かりしているかどうかをZ世代は間違
いなく見ているのです。
株主は株を買い、顧客はその店の商
品を買い、金融は投資する、もしくは
ファンドに組み入れるなどいろいろあ
ります。そういった投資により企業は
もっと大きくなります。そうすると社
会課題に対してできることが増えま
す。その輪がすごく大事なのです。
そもそも日本の名だたる企業はみん
な三方よしでやっていました。知って
いる方も多いと思いますが、「買い手
よし、売り手よし、世間よし」です。
要するに自分たちの商売だけでなく、
世の中のことを考えながらビジネスを
するという近江商人の考え方です。
そう考えたら、今の三方よしに加え
て、関係者や社員などのステークホル
ダーのことを考えながらやることが
SDGs なのではないかと私は思ってい
ます。

4.	旅はソリューション事業へ

現在、企業の悩みとしては、人材の
定着率が低い、自分たちの商品の売り
が分からない、国内ビジネスが縮小し
て販路がない、グローバル人材不足、
世界でいろいろなことをやりたいのに
英語を話せる人材がいない、新規顧客
がなかなか取れない、安売り競争に巻
き込まれる、そうすると自分たちの開
発できるものがなくなってビジネスも
シュリンクしていく、といったことが
あります。
そのときに、今言った問題を解決す
るのは Z世代です。これからの経営
は Z世代に支持されることが重要な
のです。
そこで、旅で何ができるのかという
と、簡単に言えば旅による社会性連携
です。社会貢献活動、地域連携、人材
育成とくっつけた旅が考えられます。
例えばNGO・NPOとの連携した企画
などがあります。彼らはみんな寄付に
よって成り立っていて、ドナーの方か
らの寄付を受けながら現地を支援して
います。寄付した資金が現地でどう使
われているか実際目にすることができ
れば、支援者も嬉しく思うでしょう。
また企業は社会性との連携を Z世
代にアピールする必要があります。例
えば社員教育として、海外の貧困地域
で井戸を掘ったり、社会貢献活動を行
うなど、CSR 活動につなげることが
できます。その 1つにスタディツアー
があります。
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スタディツアーでは、例えば若者に
は世界のスラムを歩き、世界の社会課
題に触れてもらいます。若者だけでな
く社会人、年配の方にも世界をもっと
見てもらいます。世界を知るというこ
とはより日本を臨場感を持って見られ
るようになります。世界を見るという
ことは、日本のことがよく分かるとい
うことです。これがスタディツアーの
チカラです。
サステナビリティツーリズムは、旅
でサステナビリティの現場を学びま
す。例えば、地域活性の側面で、その
地域が持続するために何をすべきかな
どを考え学びます。
地域連携をする旅もあります。東京
の子どもたちの 6割程は高齢化社会の
中、故郷を失っています。地方は関係
人口が希薄になり、ますます人口減少
が加速します。そこで例えば地方に首
都圏の子どもたちを招待して、そこに
住む子どもたちと交流させれば友情が
芽生えるかもしれません。ふるさとと

思ってくれるかもしれません。この動
きはサステナビリティな動きと言えま
す。地方の関係人口を構築かつ未来に
つなげる動きです。
もう一つのマーケットの主役は外国
人です。外国人が日本で何が一番した
いかというと、日本らしいことをした
いわけです。島根県にこの間行ったの
ですが、駅前は閑古鳥が鳴いていて人
が少なく、活性化に向けての意見を求
められました。駅前を歩くと、スナッ
クがたくさんあるのです。スナックに
は地元の人しか来ないので、周辺マッ
プを作ってバーツーリズムをしたらい
いのではないかと提案しました。外国
人が一番興味があるのは、日本らしさ
であり、スナックは日本独特の文化で
す。でも、外国人は怖くて扉が開けら
れないのです。であれば多言語化して、
インバウンドの呼び込みをしたら良い
と提案しました。
地域活性化もそうなのでしょうけれ
ども、地域が何をしてほしいかという

とソリューション事業です。そこで
HIS ではソリューション事業に力を入
れています。先ほど言ったスタディツ
アーや人材育成、研修、視察もそうで
す。企業の悩みを旅で解決します。こ
れからの旅はソリューション事業なの
です。
地域活性化のソリューションは動き
として企業型ワーケーションがありま
す。コロナ禍の頃のワーケーションと
違い、環境のいい所で何かするという
のではなくて、地方に社員がワークす
ることで関係人口構築の一役を担いま
す。働き方改革として、CSR 活動に
なります。
日本の中小企業は世界へもっとグ
ローバルに展開すべきです。そこでソ
リューションなのです。HISのソリュー
ションは、グローバル人材育成や企業
をもっと旅に出して、グローバルアソ
シエイトに力を入れています。例えば
視察ツアーです。企業型スタディツアー
には社員研修、留職、MICE、民間外交、
インターンシップなどいろいろありま
す。企業が今一番困っているのは人材
確保と人材育成です。
そういうときに、旅を使いながら世
界を学ぶ、それによってグローバル人
材を獲得して企業をどんどんグローバ
ルにし、世界とつながる。そうしたら
縮小する日本のマーケットだけではな
くて、世界で勝負できるような競争力
を身に付けることができます。そういっ
たことをわれわれは旅によるソリュー
ション事業として行っていきます。


